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広報ワーキング（仮称）について

１．協議会の中の広報に関する組織の位置づけ

●協議会が必要に応じて設置する専門委員会の一つとして、普及啓発・情報公開専門委員会が位置づけられている。

H21.12にとりまとめH18.5にとりまとめ

現時点

広報は、必要に応じて設置する専
門委員会の一部として位置づけら
れている。
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既に設置されている



広報ワーキングについて

２．広報ＷＧの設置について

●広報ワーキンググループ（以下「広報ＷＧ」という。）は、今すぐできる広報を検討・試行するとともに、将来的に協議会
の中の自立した組織の普及啓発・情報公開専門委員会の設置に向けた検討を行う。

１）広報ＷＧで検討・実施する内容（案）

①今すぐできる広報の検討と試行
例えば、利根運河協議会のフットパスマップを参考にしたマップ作成、新聞広告、工事見学会 等

②全体構想で位置づけている、普及啓発・情報公開専門員会設立に向けた検討
全体構想で位置づけている、普及啓発・情報公開専門員会設立に向けた検討を行い、協議会に案を提案する。
専門委員会の設置目的は「事業の発展的な持続を目的とし、地域や事業をアピールしていくための基本方針、しくみ、
体制、行動計画等を検討する」ことです。

２）広報ＷＧの検討条件

①広報の目的は、普及啓発・情報公開専門委員会の目的として全体構想に示された「事業の発展的な持続」であり、
事業について広く知ってもらい、事業の応援をしてもらえるファンを創出し、将来的には維持管理への参画者の増加
や資金確保につなげていけるものとしたい。

②広報ＷＧのメンバーは最初は協議会委員からの応募者で構成することとし、広報ワーキングの中で外部の方の参画
についても協議していくこととしたい。

＊ＷＧ内で協議会委員以外の参集者が必要と考えられた場合は、適宜メンバーに追加することが想定されます。(例：
観光・商工分野の官民の関係者等)
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広報ワーキングについて

２．広報ワーキングの設置について

３）広報ＷＧ設立と当面の検討内容について

H23.10.29 協議会 広報WG設置方針の協議 → 承認後 委員からの公募を準備

１１月初旬～１１月中旬 広報WGメンバーの公募の実施及びメンバーの確定

１２月初旬 第１回 広報ワーキングの開催
事例を収集・整理し、荒川太郎右衛門地区自然再生事業で有効な方法を検討
２月頃に新聞広告に掲載する内容の検討 ＊1月には原稿確定が必要

２月中旬～下旬 第２回 広報ワーキングの開催
荒川太郎右衛門地区の広報の仕組みづくり案の検討
広報の内容検討

次年度以降 広報の手法、内容、仕組み等を検討・試行し、協議会に提案・報告して将来の委員
会設立につなげる。
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流山市は商工課が担
当し、周辺のお店の宣
伝と連携している。

周辺のお店と連携
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広報ワーキング参考資料（利根運河協議会フットパスマップ）

利根運河協議会では野田市、流山市、柏市の３市毎にフットパスマップを作成し発行し、配布している。
市毎に内容は、担当課の特徴を反映したものとなっている。

流山市



石西礁湖では基金によって運営がなされ、活動の報告がなされています。

石西礁湖の事例

基金により運営がなされています。
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広報ワーキング参考資料（基金で運営される事例）


